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（島原地域広域市町村圏組合派遣）
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福祉事務所次長
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教育委員会社会教育グループ長

監査委員事務局長

農業委員会事務局長

水道局長

　町内会・自治会は、地域に住む人たちによって運
営されている一番身近な自治組織です。現在、市内
には227の町内会・自治会があり、地域の皆さんで、
お互いに協力し合い、支えあいながら、住みよい豊
かなまちづくりに取り組んでいます。
　町内会や自治会では、行政情報の伝達や生活環境
の整備、親睦活動などを行っています。また、自主
防災活動をとおして安全で安心なまちづくりも進め
ています。
　引っ越してきたばかりで、まだ町内会や自治会に
加入していない人などは、日常生活や地域をより豊
かで潤いのあるものにするために、町内会や自治会
に加入しましょう。
町内会・自治会の主な活動
○地域でのふれあい
　スポーツ大会、子ども会、地域でのお祝いなど
○地域への思いやり・やさしさ
　独居老人への声掛け、敬老会、緑化活動など
○地域の生活環境向上
　清掃活動、資源回収、防犯灯の維持管理など

○地域での助け合い
　自主防災活動、防犯パトロールなど
○歴史と文化の継承
　祭り、精霊流し、地域の伝統芸能など

　詳しくは、お住まいの地域の町内会長・自治会長、
または、政策企画グループ秘書広報班（TEL63－
1111　内線124）へ。

平成23年4月1日付けのグループ長職以上の人事異動は次のとおりです。



地籍調査とは
　現在、法務局に備え付けてある土地の記録や図面
の約半分は、明治時代に作られた地図をもとに加除
修正されたもので、土地の面積・形状・地目などが
実態と異なっている場合があります。
　このため、市では平成22年度から旧島原市地区の
地籍調査を実施しています。
　地籍調査は、土地一筆ごとに所有者、地番、地目、
面積などを調査しますので、土地所有者の皆さんの
協力が必要です。
1．地元説明会の実施
　説明会の日時・場所は、その都度ご案内しますの
で出席をお願いします。

2．一筆地調査の立ち会い
　現地での立ち会いが必要となります。日時は事前
にお知らせします。

3．地籍調査完了結果の閲覧について
　地籍調査完了後、調査結果の閲覧をお願いします。
（市が指定する20日間）

一筆地調査実施地区
①大下町の一部　②梅園町　③南崩山町の一部
④船泊町の一部　⑤秩父が浦町の一部　⑥親和町の
一部　⑦新湊二丁目の一部
※ただし、区画整理事業・土地改良事業・公有水面
埋立事業を行った地区は除きます。

調査結果閲覧実施地区
平成22年度一筆地調査実施地区が対象です。
①浜の町　②南安徳町　③中安徳町　④平成町　
⑤鎌田町　⑥北安徳町　⑦南崩山町の一部　⑧船泊
町の一部

※対象の土地所有者の人には、後日ご案内します。

問い合わせ先
契約管財グループ　地籍調査班
TEL63－1111　内線264

と　き　5月28日（土）13時30分から16時まで
ところ　九十九ホテル
プログラム　　　　　　　　　　　※敬称略
　◇基調講演「雲仙普賢岳の火山災害に学ぶ」
　　講師　高橋和雄・元長崎大学教授
　◇パネルディスカッション
　　パネリスト
　　　大町辰朗・NPO法人島原普賢会理事長
　　　杉本伸一・島原半島ジオパーク推進連絡
　　　　　　　　協議会
　　　槌田禎子・KTNテレビ長崎
　　　清水　洋・九州大学地震火山観測研究
　　　　　　　　センター長
　　コーディネーター
　　　目黒公郎・東京大学教授

　市では、市政に関する情報を定期的に電子メール
で受信登録者へお届けする「メールマガジンしまば
ら」（メルマガしまばら）を、配信しています。
　メルマガしまばらには身近な市政情報や行事、市
長の思いや考えなどを伝える市長のコラムなどを掲
載しています。
　メールを受信するためには登録が必要です。ぜひ
登録して、島原の旬の情報をご覧ください。
登録方法　市ホームページの登録専用ページから受
信登録をしてください
アドレス　http://www.city.shimabara.lg.jp/
mailmagazine/
メールマガジンの配信予定日　毎月１日と15日
（月2回）
メールマガジンの内容　市政情報、行事予定、トピ
ックス、市長のコラムなど
問い合わせ先　政策企画グループ秘書広報班
（TEL 63－1111　内線124）

「雲仙普賢岳噴火災害から20年：
　　火山災害からの復旧と復興、
　　これまでの課題とこれからの課題」


